
 

 

 

 「安達千波矢、薛其坤氏らに引用栄誉賞 ノーベル物理学賞有力候補に」 

  

革新的な研究成果を挙げ、今年ないし今後ノーベル生理学・医学、物理

学、化学、経済学賞を受賞する可能性が高いとみられる研究者 22 人を国

際学術情報サービス会社「クラリベイト」が選び、9 月 17 日「クラリベイ

ト引用栄誉賞」受賞者として公表した。物理学賞分野で安達千波矢九州大

学工学研究員応用化学部門主幹教授が選ばれたほか、昨年初めて受賞者を

出した中国本土から薛其坤（Qikun Xue）南方科技大学校長が同じ物理学部門

の受賞者に選ばれたのが目を引く。今年のノーベル賞は 10月 5～12 日に発表さ

れる予定。 

 

 2002 年から始まった同賞はクラリベイト社の学術データベース「Web of 

Science」に 1970 年以降収録された 6,700 万を超す論文や会議録の中から、他

の研究者によって引用された回数が 2,000 回以上という注目論文を執筆した研

究者の中から選び抜かれる。引用された回数が 2,000回以上というのは約 6,700

万の論文や会議録のわずか 0.0176％しかない。さらにそれら注目論文の国際的

インパクトなど詳しい分析結果に加え、研究への貢献度（研究成果の主発見者

であるか）、他の有力な学術賞の受賞歴も加味する選考法になっている。 

 

 今回の受賞者は、生理学・医学分野が 3つのトピック（研究成果）で計 7人、

物理学が 3トピック計 5人、化学が 3トピック計 6人、経済学が 3 トピック計 4

人と 4 分野合計 22 人。研究者の主たる所属機関の国別でみると米国が 16 人と

飛び抜けて多く、カナダ、デンマーク、イスラエル、日本、中国本土、スイス

がそれぞれ１人となっている。 

 

超高効率有機発光ダイオードを実現 

 

 物理学分野では、「リン光有機発光ダイオードと熱活性化遅延蛍光に関する先

駆的研究により、超高効率の有機発光ダイオードを可能にした」業績に対し、

ミシガン大学、南カリフォルニア大学の 2 研究者とともに安達千波矢九州大学

工学研究院応用化学部門主幹教授・最先端有機光エレクトロニクス研究セ

ンター長が選ばれた。有機発光分子の研究は 1980 年代後半から始まった

が、米国の 2 研究者の業績は 1998 年の第二世代の有機発光分子と呼ばれ



る研究成果。安達主幹教授はこれら 2 研究者が対象としたリン光とは異な

る遅延蛍光と呼ばれる第三世代有機発光分子を実現した 2012 年の研究成

果が高く評価された。希少金属を用いない有機発光材として現在、スマー

トフォン、大型テレビなど幅広い応用が可能な超高効率有機発光ダイオー

ドをつくりあげた業績が評価された。 

 

 安藤聡子クラリベイトアカデミア・ガバメント事業部リード・ビジネス

ソリューションコンサルタントによると、総合科学学術誌「ネイチャー」

に載った 2012 年の論文「遅延蛍光を利用した高効率有機発光ダイオード」

は 2015 年までに 40 カ国 457 機関に約 450 回、2020 年までに 66 カ国 1,074

機関に約 3,000 回、2026 年までに 80 カ国 1,740 機関に 7,400 回以上と引

用数を大きく伸ばし続けている。論文の引用者も遅延蛍光材料、青色有機

発光ダイオード、多重共鳴型遅延蛍光、デバイス設計、室温リン光、光触

媒、バイオイメージング、機械学習による材料探索などさまざまな領域に

広がってきている。 

 

「あきらめずにやってきてよかった」 

 

 クラリベイト・アナリティクス・ジャパンが行った記者説明会場で渡辺麻子

クラリベイトアカデミア・ガバメント事業部リージョナルセールスディレクタ

ーから賞状とトロフィーを授与された安達千波矢主幹教授が、研究内容を詳

しく説明し、「あきらめずにやってきてよかった」と受賞の喜びを語った。 



 

渡辺麻子クラリベイトアカデミア・ガバメント事業部リージョナルセールスデ

ィレクターからトロフィーを授与される安達千波矢九州大学工学研究員応用化

学部門主幹教授 



 

    （研究内容を説明し、受賞の喜びを語る安達千波矢氏） 

 

487 人者中、82 人がノーベル賞受賞 

 

2002年から始まったクラリベイト引用栄誉賞は今年までに 487人が受賞

している。ノーベル生理学・医学、物理学、化学、経済学賞の受賞者が各

分野毎年最大 3 人なのに対し、クラリベイト引用栄誉賞は各分野 3 トピッ

ク、それぞれ最大 3 人という選び方なため受賞者の数は４賞合わせると最

大 36 人。ノーベル生理学・医学、物理学、化学、経済学賞を合わせた受

賞者は毎年最大でも 12 人だからクラリベイト引用栄誉賞を受賞したから

といって実際にその後ノーベル賞を受賞するのは一部の受賞者というこ

とになる。しかし、これまで 487 人の受賞者中、82 人がノーベル賞も受賞

している。ノーベル生理学・医学、物理学、化学、経済学賞受賞者のうち

昨年は 6 人、一昨年は 8 人、3 年前は 4 人がクラリベイト引用賞の受賞者

だった。 

 

日本は安達氏を含めこれまでクラリベイト引用賞の受賞者は 4 分野計 42



人（うち故人 4 人）だが、このうち 6 人がノーベル賞も受賞している。昨

年ノーベル生理学・医学賞を受賞した坂口志文氏、同じくノーベル化学賞

を受賞した北川進氏はいずれも 10 年前、15 年前にそれぞれクラリベイト

引用栄誉賞を受賞している。このほか、山中伸哉(2012 年生理学・医学賞)、

中村修二（2014 年物理学賞）、大隅良典（2016 年生理学・医学賞）、本庶

佑（2018 年生理学・医学賞）の 4 氏もクラリベイト引用栄誉賞受賞後にノ

ーベル賞受賞者となっている。 

 

 



 



 



 
（「クラリベイト引用栄誉賞」記者説明会提供資料から） 

  

中国本土から昨年に続き二人目の受賞 

 

 今回、注目される受賞者に安達主幹教授と同じ物理学分野で「量子異常ホ

ール効果の実験的観測」が受賞業績となった薛其坤氏がいる。クラリベイト引

用栄誉賞のアジア地域の受賞者はこれまで日本が飛び抜けて多く、中国本

土に研究拠点を置く中国人研究者の受賞は昨年の張涛・大連化学物理研究所

教授が初めて（受賞分野は化学）。二人目の受賞者となった薛氏は、同じ業績で

2024 年に中国国家最高科学技術賞を受賞している。文部科学省在籍時以来、長

年、中国の科学技術情勢を調査分析してきた林幸秀ライフサイエンス振興財団

理事長によると、薛其坤氏の研究歴・実績は次のようだ。 

 



 1962 年山東省臨沂市生まれ。山東大学を卒業、中国科学院物理研究所表面物

理国家重点実験室主任などを経て 2006年清華大学物理学科教授、2013 年同副学

長、2020 年南方科技大学校長に就任し、現在に至る。大学院の博士課程の時に

日本の東北大学に留学し、中国科学院で博士号を取った後、再び東北大学で教

鞭を執ったこともある。クラリベイト引用栄誉賞の対象となった量子異常ホー

ル効果については 2009 年以降、清華大学、中国科学院物理研究所、米スタンフ

ォード大の研究グループから成る合同チームをつくり 2012年末に初めて量子異

常ホール効果を実験的に確認した。2013 年に米科学誌「サイエンス」に発表し

た論文は、凝縮系物理学界の一里塚となる業績であり、実用的にも超低消費電

力エレクトロニクスを大きく前進させる可能性があると高い評価を受けた。 

 

クラリベイト引用栄誉賞をこれまで受賞した中国系科学者は、米国や英国の

大学で博士学位を取得して、米国やカナダで活躍している人たちがほとんど。

中国生まれで中国の研究所で博士学位を所得し、中国の研究所で成果を挙げた

人は、昨年の受賞者、張涛・元中国科学院副院長と薛其坤氏人だけ、と林氏は

評価している。 

 

 

薛其坤南方科技大学学長 

（同大学ホームページから） 

 

 台湾出身の黃大衛氏も 

 



 林氏は、中国の主要な研究機関、優れた中国系科学者、中国の主要な研究機

関を連載で紹介した記事など多様な情報が盛り込まれているウェブサイト「中

国の科学技術」を作成、公開している。薛其坤、張涛両氏ともすでにこのサイ

トの「国内での評価の高い科学者」「海外での評価が高い科学者」というページ

で詳しく紹介済み。今回のクラリベイト引用栄誉賞受賞者にはもう一人、林氏

が「海外での評価が高い科学者」ページで紹介済みの研究者がいる。「医学、生

物医学研究およびその他の分野における新たな画像診断技術である光干

渉断層撮影」の業績が評価された生理学・医学分野受賞者の黃大衛（David 

Huang）氏だ。 

 

「海外での評価が高い科学者」の記事の中で林氏は黃大衛氏を次のように紹

介している。1964年、台湾中部の嘉義市生まれ。12歳の時、両親とともに台湾

から米国に移住した中国系米国人で、マサチューセッツ工科大学（MIT）で電気

工学・コンピュータ学を学んだ後、医学関係に専攻を変えて、MITから医学工学・

医学物理学の博士学位を、ハーバード大学から医学の博士学位を 1993 年に取得

した。今回、同じ業績でともに受賞者となった James Fujimoto 氏と Eric 

Swanson 氏と 1990 年に網膜などの組織の表面下の構造を明らかにできる最初の

光干渉断層撮影装置を開発し、翌 1991年その成果を科学誌「サイエンス」に発

表した。その後 1994 年に特許も取得している。光干渉断層撮影は画像化する組

織との接触を必要としないことが特徴の一つ。患者が対象物を注視している間、

数秒で光線が眼球全体を走査、詳細な三次元画像を作成し、ミクロン単位の分

解能で眼の構造を診断することができる。黃大衛氏は現在オレゴン健康科学大

学ケーシー眼科研究所の研究ディレクター兼副所長と眼科光学・レーザーセン

ター所長を務めている。 

 

日系米国人 FUJIMOTO 氏も受賞 

 

黃大衛氏の共同受賞者 JAMES FUJIMOTO 氏は 1957 年、イリノイ州生まれの日

系米国人。MITで電気工学の博士学位を取得し、MITの助教、准教授を経て、1994

年に教授に就任している。当初は黃大衛氏を教える立場だったが、Huang氏が修

士学位を取得後は、共同研究者として光干渉断層撮影装置の開発を行った。学

際的な共同研究を通じて、光干渉断層撮影装置の開発と、眼科、心臓病学、生

物医学研究における商業化と臨床応用に一貫して貢献した業績が評価され、

2024年には本田財団の本田賞も受賞している。 



 
本田賞贈呈式で賞状、メダルを授与される JAMES FUJIMOTO氏（2024年 11月

18 日、帝国ホテルで。左は石田寛人本田財団理事長、右は松本和子副理事長＝

本田財団ホームページから）  

 

 日文 小岩井忠道（科学記者） 

 

関連サイト 

 クラリベイト 2026 年のクラリベイト引用栄誉賞 革新的な科学的ブレークス

ルーをもたらした研究者を顕彰 

 サイエンスポータルチャイナ「中国コラム＆リポート」林幸秀の中国科学技

術群像 | Science Portal China 

 中国の科学技術フロントページ  中国の科学技術 | フロントページ 

 中国の科学技術「優れた中国系科学者・指導者」「薛其坤（Qikun Xue）」薛

其坤 （Qikun Xue） | 国内での評価の高い科学者 | 中国の科学技術 

 中国の科学技術「優れた中国系科学者・指導者」「デイヴィッド・ファン」デ

イヴィッド・ファン | 海外での評価の高い科学者 | 中国の科学技術 

 本田財団プレスリリース「2024年本田賞」プレスリリース｜公益財団法人 本

田財団｜本田賞を中心に情報配信中 

  

 関連記事 

https://clarivate.com/ja/news/clarivate-reveals-citation-laureates-2026-recognizing-transformative-scientific-breakthroughs/
https://clarivate.com/ja/news/clarivate-reveals-citation-laureates-2026-recognizing-transformative-scientific-breakthroughs/
https://spap.jst.go.jp/china/experiences/hayashi/hayashi_index.html
https://spap.jst.go.jp/china/experiences/hayashi/hayashi_index.html
https://china-science.com/
https://china-science.com/qikun-xue/
https://china-science.com/qikun-xue/
https://china-science.com/david-huang/
https://china-science.com/david-huang/
https://www.hondafoundation.jp/news/view/1728
https://www.hondafoundation.jp/news/view/1728


 2025 年 10 月 01 日 客观日本 寒川贤治、儿岛将康获得“引文桂冠奖”，成为

诺贝尔生理学或医学奖有力候选 

 2024 年 09 月 26 日客观日本堂免一成获得“引文桂冠奖”，成为诺贝尔生理学

或医学奖的有力候选 

 2024 年 06 月 27 日サイエンスポータルチャイナ中国国家最高科学技術賞が発

表 | Science Portal China 

 2023 年 09 月 27 日 客观日本 柳泽正史和片冈一则获引文桂冠奖，成为诺贝尔

奖有力候选 

 2022 年 10 月 03 日 客观日本 长谷川、谷口、渡边三人获“引文桂冠奖”，成

为诺贝尔奖有力候选人 

 2021年 09月 29日 客观日本 期待诺奖，岸本、平野和泽本获得诺奖风向标“引

用荣誉奖” 

  

https://www.keguanjp.com/kgjp_keji/kgjp_kj_etc/pt20251001000013.html
https://www.keguanjp.com/kgjp_keji/kgjp_kj_etc/pt20251001000013.html
https://www.keguanjp.com/kgjp_keji/kgjp_kj_etc/pt20240926000013.html
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https://spap.jst.go.jp/china/news/240604/topic_4_02.html
https://spap.jst.go.jp/china/news/240604/topic_4_02.html
https://www.keguanjp.com/kgjp_keji/kgjp_kj_etc/pt20230927000002.html
https://www.keguanjp.com/kgjp_keji/kgjp_kj_etc/pt20230927000002.html
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